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 道路中心線データは，都市の交通解析や氾濫解析の基礎である道路ネットワークデータを構築するため

に必要不可欠である．本研究では，入手が比較的容易なポリゴン型の道路を入力データとし，道路形状が

複雑な都市域においても手作業の修正を必要としない新たな道路中心線の自動構築手法を提案する．本手

法では，まず道路を交差部と単路部に分離することで単純化し，次いで単路部の道路中心線を発生させ，

次に交差部の道路中心線を単路部の交差部への接続方向に基づき作成している．自動構築手法を東京都杉

並区の道路線形が複雑な領域に適用した結果，ひずみのない道路中心線が得られた．この結果より，本研

究で提案した自動構築手法は，道路中心線の入手を容易とするのに有用と考えられる． 

     Key Words : road network data, road centerline, road polygon, GIS, automated construction method, 

road planning 

1. はじめに

道路ネットワークデータの利用は，カーナビゲー

ションシステムの経路探索 1)や交通シミュレーショ

ンモデルの構築 2)，さらには氾濫シミュレーション

モデルの構築 3)など多岐にわたるため，道路ネット

ワークデータの自動構築手法に関する研究が数多く

行われている．例えば糸永ら 4)は紙地図のようなア

ナログデータしか入手できない地域を対象に，地図

画像からの道路抽出，細線化・折れ線近似処理によ

る道路中心線の作成と交差点付近でのひずみ修正に

より，精度の高い道路ネットワークデータを作成し

ている．また近年配備が進む数値地図 25005)などの

デジタルデータに対しては，道路縁上に数メートル

の短い間隔で発生させたポイントを用い，汎用的に

利用されている不整三角形網あるいはボロノイ図な

どを，道路中心線の作成に応用した手法が提案され

ている 6),7)．汎用的な手法を用いた場合，複雑形状

の交差点や道路幅が局所的に変化する単路などでは

道路中心線にひずみが発生するので，道路の直進性

が失われることが報告されている 6)．道路形状が複

雑となる都市部では複雑形状の交差点や道路幅の局

所的な変化が多いので，道路ネットワークデータの

自動構築には道路形状特性を考慮する必要がある． 

そこで本研究では，ポリゴン型の連続したデジタ

ルデータの道路を入力とし，複雑形状の道路を単純

形状の要素の集まりとして捉えることで，ひずみが

少なく道路の直進性を維持した道路ネットワークデ

ータを自動構築する手法を提案する．また本手法を

実際に道路形状が複雑な都市域に適用し，目視によ

り道路ネットワークのひずみと直進性を確認するこ

とで本手法の有用性を検証する． 

2. 都市域の道路特性

都市域では図-１ a)のように，高規格道路や区画

道路などさまざまな幅員の道路が交差点により接続

し，巨大かつ複雑なネットワークを形成している．

交差点の種類は道路の枝数，交差角度および導流路
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の有無により，丁字路，十字路など比較的単純なも

のから，食い違い交差点，拡幅交差点など様々であ

り，さらに隅切りを持つ交差点と持たない交差点が

混在しているため，交差点の形状は多岐にわたって

いる．また交差点以外の道路でも，垂直に近い角度

で道路が折れ曲がる屈曲部が存在し，複雑な形状を

なしている．このような都市域において道路データ

からひずみの少ない道路中心線を抽出することは容

易ではない 7)が，著者らは道路を単純化するために，

図-1 b)のように交差部と単路部とに分離する手法

を提案している 8)． 

 

 

3. 自動構築手法  

 

本研究で提案する自動構築手法では，図-2 のフ

ローチャートに従い，まず 1つの連続したポリゴン

で表現された道路を交差部・単路部に分離し，次い

で単路部・交差部それぞれにおいて異なる処理で道

路中心線を発生させ，最後に作成した道路中心線を

連結し道路ネットワークデータを構築する． 

 

(1) 交差部・単路部の分離 

図-3 には交差部・単路部分離の具体的な流れを

示す．まず，交差部付近には道路縁の屈曲角度（図

-3 a）の θ0）が 180度よりも大きな凹点が集中する

特徴があるため，凹点を抽出し，近傍（図-3 a）の

距離 L0 以内）の凹点をまとめることで隅切りを抽

出する．ここで距離 L0 は建築基準法で隅切りの最

小長さが 4m とされていること，および凹点間の距

離が 6m 以上となると，2 つの凹点が異なる交差部

を構成している場合が多かったことを考慮し，6m

を設定した．次いで隅切りの端となる凹点から，図

-3 b）のように道路を横切る方向に検索範囲を設定

し，道路を挟んで向き合う道路縁を検索する．図中

の検索角度 θ1は少なくとも 30 度を設定すれば，交

差部・単路部の分離を精度良く行うことができるこ

とを確認している．次に検索した道路縁の端点に向

け，検索範囲を設定した凹点から線分を発生させ

（図-3 c）），この線分で交差部と単路部を分離し，

分割された道路要素を得る（図-3 d））． 

 

(2) 単路部の道路中心線発生 

図-4 には単路部において道路中心線を発生させ

る具体的な流れを示す．まず，抽出されたすべての

単路部（図-4 a））を短冊状に分割（図-4 b））し，

得られた短冊状単路部について，図-4 c）に示す共

有線分の中点間を発生させ，最後に図-4 d）のよう

に中間点を結ぶ線分を発生させ，単路部の道路中心 

図-2 道路中心線発生のフローチャート 

 

図-3 交差部・単路部の分離 

 

図-1 都市域の道路と交差部・単路部への分離 
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線を作成する．短冊状単路部の幅については，都

市域の最も狭い道路幅として 3m程度を設定した． 

 

(3) 交差部の道路中心線発生 

図-5 には交差部において道路中心線を発生させ

る具体的な流れを示す．本研究では交差部における

道路の直進性を維持するために，幅が広く交差部を

直進する道路を主軸道路として抽出し，交差部内で

屈曲しない主軸道路の道路中心線を作成している．

2 つの単路部を交差部における主軸道路として抽出

できる条件を検討したところ，交差部に接続する道

路の進行方向（図-5 a）の t1,t2）と交差部・単路部

の分離線長さ（図-5 a）の L1 ,L2）を用いて，以下

の条件を満たすことが必要であることを確認した

（図-5 b））． 

・条件①：t1と t2のなす角度 < 15度 

・条件②：4/5 < L1 / L2 < 5/4 

・条件③：条件①，②を満たす中で最も 

     (L1 + L2) / 2が大きい 

次に図-5 c）のように，主軸道路の交差部内におけ

る道路中心線（以下，主軸とする）を発生させると

ともに，主軸道路以外の単路部においては図-5 d）

ように道路中心線をの主軸までまっすぐ延長し，交

差部の道路中心線を作成する．また図-6 a)のよう

に主軸道路が抽出されない Y 字路のような交差部

では，図-6 b)のように交差部に接続するすべての

道路中心線を交差部の重心まで延長し，交差部の道

路中心線とする．  

 

 

4. 都市域への適用  

 

図-7 に本研究の自動構築手法を適用した東京都

杉並区の 250m×200m 領域における道路，鉄道，お

よび建物の配置を示す．本領域には都道 413 号線

（井の頭通り）の高規格道路に加え，細街路が複雑

に分布しており，複雑な道路ネットワークを形成し

ている．本研究では，数値地図 2500『基盤地図情

報』の道路縁・道路構成線から作成した本領域のポ

リゴン型道路から，道路中心線の自動構築を行った．

図-8 は自動構築手法で作成した道路中心線を示し

ている．まず複雑な交差部を示す A 領域に注目す

ると，交差部が単純形状の 2つの交差部ポリゴンで

表現されていることが見て取れる．また 2つの交差

部ポリゴン内の道路中心線は直進性が維持されひず

みがないため，この交差部の道路中心線について手 

図-6 主軸のない交差部の道路中心線発生 

 

図-5 交差部の中心線発生 

 

図-4 単路部の中心線発生 
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作業による修正は不要と考えられる．次いで単路部

の道路中心線に注目すると，たとえば屈曲部のある

単路部を示す B 領域では，道路が屈曲しているこ

とがわかる形状で道路中心線が作成されている．以

上により，本手法を用いることで，手作業による修

正を必要としない都市域の道路中心線を作成するこ

とが可能と考えられる． 

 

 

5. むすび 

 

本研究では，ポリゴン型の道路データを入力とし，

形状が複雑な都市域の道路を交差部・単路部とに単

純化することで，道路の直進性を維持するとともに，

修正を必要としない新たな道路中心線の構築手法を

提案した．また本手法を実際の都市域に適用し，道

路ネットワークの構築精度を検証した．その結果，

今まで道路中心線の構築が難しかった交差部付近に

おいて，ひずみのない道路中心線を発生させること

ができた．このことから本手法を用いることで，手

作業による修正を必要としない都市域の道路中心線

を作成することが可能と考えられる．今後は検証対

象領域を広げることで，多様な道路形状においても

本手法によりひずみのない道路中心線を発生させる

ことが可能かを検証するとともに，先行研究による

道路中心線の発生手法と本手法を比較し，より詳し

く検証を行う予定である． 
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図-8 対象領域における道路中心線 

 

図-7 本研究での道路中心線自動作成対象領域 
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